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　調布｢憲法ひろば｣は10月22日(日) 13:30～17:30、第194回例会としてフィールドワーク「靖国神社と遊就館見学」を行ないました。ガイドは長谷川順一さん（東京の戦争遺跡を歩く会・主宰、防衛省｢市ヶ谷記念館を考える会｣共同代表、元新宿区議会議員）。参加13人。記録は深大寺北町の佐藤定夫さんが担当しました。　　　　　　　　(編集部)
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靖国神社平和ガイドを約４００回しておられる長谷川順一さんのガイドでの４時間半、靖国神社、遊就館、市ヶ谷戦跡を見学、約１万４千歩のフィールドワークを堪能しました。参加者全員に超小型のトランシーバーが配布され、少々離れても長谷川さんの声が聞こえる。ただし遊就館内は、音声ガイド禁止。「靖国神社ガイド資料」12頁、「遊就館内解説資料」13頁。加えてご自身のブログにアップしておられる写真資料多数を駆使し、微に入り細にわたるガイドをしてくださいました。４時間半のガイドの要約は不可能なので、印象に残ったことをいくつか記して報告にかえます。





◆大村益次郎像が上野を睨んでいる





勝者・官軍側を祀るための神社。大鳥居から少し入ったところに、巨大な大村益次郎像が建っている。大村は上野のお山を睨んでいるのだそう。お寺の入り口に金剛力士像を置いて悪いモノが入ってくるのを防ぐのと同じ役割です。彰義隊を粉砕し、戊辰戦争を指揮した大村こそ、靖国に祀られる「官軍側で戦って死んだ兵士」の霊を守るのにふさわしいということでしょう。





◆桜の「開花発表」の標本木がここにある





｢貴様と俺とは同期の桜｣とか、｢兄さんが桜の下で｣（「東京だよおっ母さん」）とか、靖国神社には桜のイメージが濃い。その靖国神社の桜の一本が｢開花宣言の標本木」なのだという。ほとんどの桜に｢海軍神雷部隊｣など寄贈戦友グループ名が記されている。





◆招魂儀式中枢の｢招魂斎庭｣は駐車場になった





靖国神社でいちばん大切な儀式は「招魂式」。神主が「招魂斎庭」で招き寄せた「英霊の魂」を、御羽車に乗せ、何千人の参拝者の中を静々と移動する。遊就館の展示でも、儀式の中枢に据えられている。なんと、その招魂の儀式の場＝７００坪の「招魂斎庭」がいまは駐車場になっている。経営難に陥った靖国神社が背に腹はかえられず駐車場に変え、月極４万９千円、99台分の収入を得るようになったのだという(１９６０年～)。





◆遊就館(１)


泰緬鉄道・靖国奉納ＳＬの汽笛がお出迎え





遊就館に入ってすぐ、巨大なＳＬ。なんと、かの泰緬（たいめん）鉄道で実際に使われていた蒸気機関車Ｃ56形31号だという。工事のため、ビルマ・タイ・マレーシアなどアジア各地から「労務者」（少年少女を含む）約20万人を駆りだし、英米軍俘虜約５万５０００人を強制労働させた。過酷な労働、虐待、飢餓、伝染病などで、「労務者」約４万２０００人、俘虜１万３０００人が死亡した。そのことは一言も書かれていない。見学当日は「開通80年」の式典がおこなわれており、たからかに汽笛が鳴らされた。





◆遊就館(２)


｢信教の自由｣を盾にした国家神道･皇国史観･戦争賛美の館





｢見学ルート｣にしたがって約90分、可能な限り、読み、観察しました。観終えて、しみじみと実感したのは、これはドイツでいえば「ナチスは正しかった、ヒトラーは偉大だった」という宣伝のための博物館だということです。


歴史は神武天皇から始まり、いち早く「文明開化・富国強兵」をなしとげて日清・日露戦争に勝利し、白人のアジア支配からアジアを開放するための聖戦をたたかい、残念ながら勝てなかったが、日本のおかげでアジアの国々は独立を果たした。「靖国の神々」を顕彰し、感謝しよう、というのです。


台湾・朝鮮・中国・アジア侵略で、２０００万人を超える人々を殺戮したことには、ひとことも触れない。謝罪も反省もない。おそるべき展示です。


それにしても、この異様な空間に４００回通って、参拝客休憩所に入っていくのに車椅子のための通路がないことを指摘し、新たに作らせるなど、少しは世の常識を教えることを継続してこられた長谷川さんはすごい人です。


（佐藤定夫･記）




















